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勝
田
竹
翁
の
画
業
と
款
印
に
関
す
る
考
察

中　

村　
　
　

玲

は
じ
め
に

江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
狩
野
派
絵
師
の
重
鎮
の
一
人
に
、
勝
田
竹
翁
︵
生
没
年

不
詳
︶
が
い
る
。
彼
は
、
特
に
正
保
期
か
ら
寛
文
期
︵
一
六
四
五
︱
七
二
︶
頃
を
中

心
に
、
奥
絵
師
と
と
も
に
御
用
を
勤
め
た
、
狩
野
派
の
表
絵
師
・
勝
田
狩
野
家
の
初

代
で
あ
る
。
名
は
定
則
︵
貞
則
︶、
土
貞
︵
ひ
じ
さ
だ
︶、
字
は
陽
溪
︵
陽
谿
︶、
沖

之
丞
︵
隠
岐
之
丞
︶。
号
は
竹
翁
、
翠
菴
、
東
濱
な
ど
。
伊
勢
国
に
生
ま
れ
た
が
、

先
祖
は
三
河
国
加
茂
郡
︵
現
在
の
愛
知
県
豊
田
市
、
み
よ
し
市
の
周
辺
︶
を
出
身
と

す
る
。
父
は
代
々
、
勝
田
兵
左
衛
門
を
名
乗
る
郷
士
︵
武
士
で
あ
る
一
方
、
村
落
に

土
着
し
て
農
業
を
営
む
者
︶
で
あ
っ
た
。

竹
翁
は
、
慶
長
一
八
年
︵
一
六
一
三
︶
切
米
二
〇
〇
石
と
二
〇
人
扶
持
を
賜
っ

た
。
老
中
・
大
老
を
務
め
た
土
井
利
勝
︵
一
五
七
三
︱
一
六
四
四
︶
よ
り
八
歳
で
召

さ
れ
、﹁
御
側
禿
﹂、﹁
御
側
衆
﹂
と
し
て
勤
め
た
と
さ
れ
る
。
幼
時
よ
り
絵
を
描

き
、
狩
野
長
信
︵
一
五
七
七
︱
一
六
五
四
︶
よ
り
画
技
を
学
ぶ
。
寛
永
七
年
︵
一
六

三
〇
︶
四
月
、
三
代
将
軍
家
光
︵
一
六
〇
四
︱
五
一
︶
の
﹁
御
部
屋
絵
師
﹂
を
命
じ

ら
れ
、
帯
刀
を
許
さ
れ
て
御
用
を
勤
め
た
。
弟
・
兵
左
衛
門
は
経
師
の
ほ
か
、
将
軍

宣
下
や
代
替
り
等
の
際
に
は
、
将
軍
が
天
皇
や
公
家
に
渡
す
砂
金
袋
を
準
備
す
る
御

用
を
勤
め
、
ま
た
朝
鮮
通
信
使
が
来
訪
し
た
際
に
は
、
返
書
や
屏
風
制
作
の
準
備
等

の
御
用
も
担
当
し
、
代
々
そ
の
職
を
継
承
し
た
と
い
う１
。

竹
翁
は
現
存
す
る
作
品
数
が
少
な
く
、
年
紀
が
あ
り
制
作
年
が
明
ら
か
な
作
品

は
、
管
見
の
限
り
巻
末
に
﹁
萬
治
庚
子
孟
秋
日　

勝
田
陽
溪
圖
之
﹂︵
一
巻
︶、﹁
萬

治
庚
子
初
秋
日　

勝
田
陽
溪
畫
之
﹂︵
二
巻
︶
と
記
さ
れ
る
万
治
三
年
七
月
︵﹁
孟
秋

日
﹂、﹁
初
秋
日
﹂
は
い
ず
れ
も
陰
暦
七
月
︶
制
作
の
︽
曽
我
物
語
絵
巻
︾
一
・
二
巻

︵
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
︶︵
図
１
︶
と
、
左
幅
に
﹁
萬
治
辛
丑
孟
春
壬
申　

竹
翁
笔
﹂、

お
よ
び
箱
蓋
裏
に
﹁
萬
治
辛
丑
正
月
壬
申
﹂
と
記
さ
れ
た
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子

像
︾︵
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶︵
図
３
︶
の
二
点
で
あ
る２

。

竹
翁
に
関
す
る
従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
主
に
作
品
紹
介
が
な
さ
れ
る
場
合
が
多

い
が
、
款
記
、
印
章
に
つ
い
て
は
そ
の
表
記
や
使
用
印
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
の
み

の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る３

。
河
野
元
昭
氏
が
、
竹
翁
筆
︽
唐
獅
子
・
牡
丹
図
︾

︵
個
人
蔵
︶︵
図
10
︶
の
作
品
解
説
に
お
い
て
、﹁
中
幅
に
は
﹁
東
濱
翠
菴
竹
翁
圖
﹂、

左
右
幅
に
は
﹁
竹
翁
筆
﹂
と
書
し
、
そ
れ
ぞ
れ
﹁
竹
翁
圖
書
﹂
朱
文
方
印
一
顆
を
捺

す
。
東
濱
は
竹
翁
の
号
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
書
き
方
か
ら
見
る
と
、
あ
る
い
は

地
名
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。﹂
と
、
款
記
の
内
容
や
書
か
れ
方
に
着
目
さ
れ
て

い
る
が４

、
款
記
に
お
け
る
筆
跡
や
印
章
に
深
く
言
及
す
る
先
行
研
究
は
他
に
見
ら
れ

な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
生
没
年
が
不
明
で
あ
り
現
存
作
品
も
少
な
い
中
で
は
あ

る
が
、
竹
翁
研
究
を
進
め
て
い
く
手
が
か
り
の
一
つ
と
し
て
、
現
時
点
ま
で
に
判
明
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し
た
竹
翁
の
画
業
お
よ
び
款
記
、
印
章
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。ま

た
、
河
野
氏
は
竹
翁
筆
︽
禽
鳥
図
屏
風
︾︵
ケ
ル
ン
市
立
東
洋
美
術
館
蔵
︶︵
図

６
︶
の
作
品
解
説
に
お
い
て
、﹁
右
隻
の
落
款
は
﹁
竹
翁
図
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
一

般
的
な
﹁
筆
﹂﹁
画
﹂﹁
写
﹂
で
は
な
く
、
竹
翁
は
あ
え
て
﹁
図
﹂
を
使
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
本
当
の
禽
鳥
を
描
い
た
図
譜
的
作
品
で
あ
る
こ
と
が
、
暗
示
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。﹂
と
、
款
記
の
末
尾
の
語
と
竹
翁
の
制
作
状
況
と
の
関

わ
り
に
言
及
さ
れ
て
い
る５

。
款
記
の
末
尾
の
語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
執
筆
者
が

竹
翁
作
品
の
実
見
調
査
を
行
っ
た
際
、
あ
る
い
は
文
献
中
で
図
版
を
確
認
し
得
た
際

に
も
大
変
興
味
を
抱
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

一
、
年
代
順
に
見
る
勝
田
竹
翁
の
画
業

ま
ず
、
管
見
に
お
い
て
文
献
や
現
存
作
品
か
ら
わ
か
る
竹
翁
の
画
業
を
あ
ら
た
め

て
整
理
し
て
み
た
い
。

竹
翁
の
画
業
を
知
り
得
る
上
で
の
最
初
の
出
来
事
は
、
正
保
二
年
︵
一
六
四
五
︶、

竹
翁
が
出
羽
国
米
沢
藩
の
命
で
出
羽
国
絵
図
を
描
い
た
こ
と
で
あ
る
。
三
代
藩
主
・

上
杉
綱
勝
︵
一
六
三
九
︱
六
四
︶
時
代
の
﹃
上
杉
家
御
年
譜
﹄
正
保
三
年
四
月
二
二

日
条
に
は
、﹁
御
国
絵
圖
畫
工
勝
田
隠
岐
亟マ
マ

調
ル
ニ
付　

使
价
ヲ
以
テ
南
鐐
十
枚
賜

ル　

畫
工
手
傳
二
百
二
人
ニ
金
子
ヲ
賜
フ
﹂
と
あ
る
。
米
沢
藩
か
ら
制
作
を
命
じ
ら

れ
た
画
工
・
勝
田
隠
岐
之
丞
︵
竹
翁
︶
は
、
国
絵
図
を
完
成
さ
せ
た
の
で
、
藩
の
使

い
の
者
よ
り
手
当
金
で
あ
る
南
鐐
一
〇
枚
を
下
賜
さ
れ
た
。
ま
た
、
竹
翁
の
国
絵
図

制
作
を
手
伝
っ
た
二
〇
二
名
に
も
金
子
が
与
え
ら
れ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
小
野

寺
淳
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
、
上
杉
家
の
江
戸
藩
邸
︵
現
在
の
東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
周
辺
︶
で
竹
翁
が
国
絵
図
︵
領
内
絵
図
︶
を
描
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る６

。

こ
の
記
述
か
ら
、
竹
翁
は
幕
府
や
林
家
周
辺
だ
け
で
は
な
く
、
上
杉
家
か
ら
の
御

用
も
請
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、﹁
綱
勝
﹂
の
名
は
、
将
軍
家
綱
か
ら

﹁
綱
﹂
の
字
の
偏
諱
を
下
賜
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
る
た
め
、
家
綱
の
御
用
を
勤

め
て
い
た
竹
翁
の
出
羽
国
絵
図
制
作
は
、
あ
る
い
は
家
綱
の
紹
介
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
竹
翁
は
正
保
二
、
三
年
当
時
、
何
歳
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
狩

野
派
表
絵
師
と
し
て
大
成
し
、
藩
に
と
っ
て
重
要
な
国
絵
図
制
作
を
依
頼
さ
れ
、
ま

た
二
〇
二
名
も
の
手
伝
い
を
統
率
し
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
現
時
点
で
は
、
こ
の

記
述
が
竹
翁
の
最
も
初
期
の
画
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
一
次
史
料
で
あ
り
、
美
術

史
研
究
で
は
今
だ
言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
新
た
な
史
料
と
し
て
提
起
し
た
い
。

ま
た
、
竹
翁
の
子
と
し
て
、
絵
師
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
も
早
世
し
て
し
ま
っ
た

勝
田
貞
寛
︵
生
没
年
不
詳
︶
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
表
絵
師
・
狩
野
一
渓
︵
一
五
九

九
︱
一
六
六
二
︶
に
養
子
入
り
し
、
表
絵
師
・
根
岸
御
行
松
狩
野
家
と
な
っ
た
狩
野

良
信
︵
一
六
三
〇
︱
一
七
一
六
か
︶
も
ま
た
竹
翁
の
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
良
信
は
、

幕
府
の
命
に
よ
り
元
禄
一
〇
年
︵
一
六
五
七
︶
か
ら
五
年
か
け
て
制
作
さ
れ
た
全
国

の
﹁
元
禄
国
絵
図
﹂
の
清
書
を
弟
子
と
と
も
に
担
当
し
て
い
た７

。
推
測
の
域
を
出
な

い
が
、
良
信
の
国
絵
図
制
作
は
、
実
父
で
あ
り
同
じ
く
国
絵
図
を
担
当
し
た
竹
翁
の

影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

出
羽
国
絵
図
を
描
い
た
一
〇
年
後
で
あ
る
明
暦
元
年
︵
一
六
五
五
︶
一
〇
月
、
家

綱
の
四
代
将
軍
襲
職
祝
賀
の
た
め
に
来
日
し
た
、
朝
鮮
通
信
使
に
贈
呈
す
る
六
曲
二

〇
双
屏
風
に
お
い
て
、
奥
絵
師
三
家
の
狩
野
探
幽
︵
一
六
〇
二
︱
七
四
︶、
安
信

︵
一
六
一
三
︱
八
五
︶、
常
信
︵
一
六
三
六
︱
一
七
一
三
︶
の
ほ
か
、
竹
翁
の
師
・
長

信
の
子
で
、
表
絵
師
・
御
徒
士
町
狩
野
家
の
昌
信
︵
一
六
二
一
︱
八
八
︶、
土
佐
広

通
︵
住
吉
如
慶
、
一
五
九
八
︱
一
六
七
〇
︶、
表
絵
師
・
山
下
狩
野
家
の
信
之
︵
一

六
一
四
︱
九
一
︶、
狩
野
一
渓
と
と
も
に
、
竹
翁
は
制
作
を
担
当
し
て
い
る
。
彼
が
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描
い
た
の
は
、﹁
吉
野
軍
﹂、﹁
篠
原
合
戦
﹂、﹁
源
氏
﹂、﹁
竹
に
つ
る
﹂、﹁
伊
勢
物

語
﹂
の
五
双
と
い
う
異
例
の
多
さ
で
あ
っ
た８

。
こ
の
屏
風
制
作
に
選
抜
さ
れ
、
ま
た

多
く
の
合
戦
絵
や
物
語
絵
、
花
鳥
画
を
描
き
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
竹
翁
が

す
で
に
優
れ
た
画
技
を
習
得
し
て
い
た
と
み
て
良
い
。

同
年
六
月
中
旬
、
竹
翁
は
家
綱
に
近
侍
し
た
内
藤
忠
清
︵
一
六
二
一
︱
九
〇
︶
の

依
頼
に
よ
り
、
林
羅
山
︵
一
五
八
三
︱
一
六
五
七
︶
と
そ
の
三
男
・
鵞
峰
︵
一
六
一

八
︱
八
〇
︶、
四
男
・
守
勝
︵
一
六
二
五
︱
六
一
︶
が
撰
じ
た
﹃
百
人
一
詩
﹄︵
百
人

一
首
の
中
国
詩
人
版
。
羅
山
撰
の
漢
魏
六
朝
三
〇
人
、
鵞
峰
撰
の
唐
四
〇
人
、
守
勝

撰
の
宋
三
〇
人
か
ら
成
る
。
内
閣
文
庫
蔵
、
写
本
は
跡
見
女
子
大
学
図
書
館
ほ
か

蔵
︶
の
肖
像
を
描
き
、
奉
納
し
て
い
る９

。

そ
の
三
年
後
で
あ
る
万
治
元
年
︵
一
六
五
八
︶
閏
一
二
月
一
一
日
以
前
に
、
家
綱

が
竹
翁
筆
﹁
馬
の
屏
風
﹂
を
所
蔵
し
て
お
り
、
大
老
・
酒
井
忠
勝
︵
一
五
八
七
︱
一

六
六
二
︶
へ
下
賜
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る₁₀

。
翌
年
、
万
治
二
年
︵
一
六
五
九
︶
に

は
、
再
建
さ
れ
た
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
諸
室
の
障
壁
画
制
作
に
お
け
る
、
画
題
や
担

当
者
が
記
さ
れ
た
﹃
御
本
丸
御
坐
敷
并
御
廊
下
絵
様
之
覚
﹄︵
仙
台
市
博
物
館
蔵
︶

等
の
史
料
に
、
竹
翁
が
探
幽
ら
と
と
も
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
他
の
絵
師
と
同
等
、

ま
た
は
そ
れ
を
上
回
る
数
を
描
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る₁₁

。

翌
年
の
万
治
三
年
︵
一
六
六
〇
︶
正
月
八
日
に
は
、
家
綱
が
伯
母
に
当
た
る
天
樹

院
︵
一
五
九
七
︱
一
六
六
六
︶
に
竹
翁
筆
の
﹁
百
人
一
首
﹂
一
帖
の
ほ
か
、﹁
紗
屏

風
﹂、﹁
書
格
﹂
を
贈
っ
た
と
い
う₁₂

。
同
年
七
月
に
は
、
現
存
作
品
の
中
で
年
紀
の
あ

る
例
の
初
見
で
あ
る
︽
曽
我
物
語
絵
巻
︾
一
・
二
巻
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

翌
年
の
万
治
四
年
︵
一
六
六
一
︶
一
月
二
一
日
に
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
を
描

き
、
奉
納
し
て
い
る
。
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
狩
野
派
絵
師
の
重
鎮
と
し
て
大
い
に
活

躍
し
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
四
年
後
、
寛
文
五
年
︵
一
六
六
五
︶、
林
鵞
峰
の
依
頼
に
よ
り
、
林
家
に
蔵

さ
れ
た
朱
子
像
に
、
竹
翁
が
新
た
に
朱
子
学
の
道
統
を
示
す
黄
幹
像
、
真
徳
秀
像
を

描
き
加
え
、︽
朱
子
・
黄
幹
・
真
徳
秀
像
︾
三
幅
対
が
完
成
し
、
返
礼
と
し
て
、
竹

翁
は
鵞
峰
か
ら
詩
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
鵞
峰
の
詩

集
﹃
鵞
峰
林
学
士
詩
集
﹄
巻
第
六
九
︵
国
立
国
会
図
書
館
ほ
か
蔵
︶
で
は
、
こ
の
時

の
竹
翁
に
つ
い
て
﹁
勝
田
竹
翁
、
以
二
後
素
一
名
二
于
世
一
、
漸
老
不
レ
倦
、︵
略
︶﹂
と

い
う
記
述
が
あ
る
。
竹
翁
は
、
当
時
絵
画
で
名
高
く
、
次
第
に
衰
え
て
も
な
お
画
事

に
は
衰
え
を
み
せ
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
﹁
漸
老
﹂
が
具
体
的
に
何
歳
を

指
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
寛
文
五
年
の
時
点
で
か
な
り
の
高
齢
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る₁₃

。

そ
の
翌
年
、
寛
文
六
年
︵
一
六
六
六
︶
正
月
、
奥
絵
師
筆
頭
の
狩
野
探
幽
と
、
そ

の
弟
・
安
信
と
と
も
に
、﹁
御
絵
始
﹂
の
た
め
に
登
城
し
、
家
綱
か
ら
安
信
と
同
等

の
俸
禄
を
賜
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る₁₄

。
ま
た
、
そ
の
翌
年
の
寛
文
七
年
︵
一
六
六

七
︶、
竹
翁
は
、
林
鵞
峰
の
子
で
二
四
歳
の
若
さ
で
早
世
し
た
春
信
︵
一
六
四
三
︱

六
六
︶
の
遺
像
を
制
作
し
て
い
る₁₅

。
寛
文
九
年
︵
一
六
六
九
︶
に
は
、
竹
翁
が
鵞
峰

の
も
と
を
訪
れ
、
恐
ら
く
は
鵞
峰
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
﹁
詩
仙
図
﹂
に
新
た
に
僧
女

の
図
様
を
加
え
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
い
う₁₆

。
こ
の
頃
、
幕
府
の
側
近
で
あ
る
林

家
の
御
用
も
多
く
、
年
齢
を
重
ね
な
が
ら
も
絵
師
と
し
て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

寛
文
一
〇
年
︵
一
六
七
〇
︶
九
月
以
降
、
幕
府
作
事
奉
行
の
配
下
・
御
大
工
頭

で
、
江
戸
城
内
外
の
建
造
物
や
日
光
東
照
宮
等
、
将
軍
家
ゆ
か
り
の
社
寺
、
霊
廟
の

造
営
・
修
築
等
を
勤
め
た
鈴
木
長
常
︵
一
六
二
三
︱
九
六
︶、
長
頼
︵
一
六
五
五
︱

一
七
〇
五
︶
父
子
と
の
親
し
い
交
流
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る₁₇

。

し
か
し
、
寛
文
一
三
年
︵
一
六
七
三
︶
に
描
か
れ
た
可
能
性
の
あ
る
狩
野
派
正
統

の
一
門
・
計
七
二
名
に
よ
る
合
作
で
あ
り
、
山
下
善
也
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
︽
牛
馬
図
︾
双
幅
︵
個
人
蔵
、
静
岡
県
立
美
術
館
寄
託
︶
の
制
作
に
、
竹
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翁
は
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る₁₈

。
こ
の
頃
、
正
統
な
狩
野
派
か
ら

や
や
外
れ
た
位
置
に
い
た
か
、
あ
る
い
は
体
調
不
良
な
ど
が
原
因
か
、
詳
し
い
理
由

は
不
明
で
あ
る
。

寛
文
一
三
年
か
ら
改
元
さ
れ
た
延
宝
元
年
︵
一
六
七
三
︶、
竹
翁
筆
の
︽
神
農

図
︾︵
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
︶︵
図
８
︶
に
木
庵
性
瑫
︵
一
六
一
一
︱
八

四
︶
が
賛
を
付
し
て
い
る₁₉

。
絵
画
制
作
と
着
賛
が
同
時
期
で
あ
れ
ば
、
竹
翁
は
こ
の

年
ま
で
は
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
木
庵
は
寛
文
五
年
︵
一
六
六
五
︶
に
江
戸
に

下
り
、
家
綱
に
謁
見
し
て
い
る
。
竹
翁
は
家
綱
の
御
用
も
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

木
庵
の
江
戸
滞
在
時
に
知
り
合
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
三
年
後
で
あ
る
、﹃
鈴
木
修
理
日
記
﹄
延
宝
四
年
︵
一
六
七
六
︶
五
月
二
日

の
条
に
は
、
狩
野
休
円
︵
竹
翁
の
師
・
長
信
の
子
で
あ
る
清
信
︿
一
六
四
一
︱
一
七

二
七
﹀︶
と
、﹁
正
言
﹂︵︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
の
箱
書
に
も
名
を
連
ね
、
竹
翁

と
の
交
流
が
大
い
に
考
え
ら
れ
る
張
付
師
・
山
本
正
言
︿
生
没
年
不
詳
﹀
で
あ
ろ

う
︶
が
鈴
木
父
子
の
も
と
を
訪
れ
、﹁
竹
翁
竜
之
絵
﹂︵
竹
翁
筆
の
﹁
龍
図
﹂︶
の
右

側
の
一
部
︵
疣
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
︶
を
休
円
が
描
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る₂₀

。
し

か
し
、
竹
翁
本
人
は
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
は
病
に
伏
す
な
ど
の
理
由
で

絵
を
仕
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
没
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

四
年
後
の
延
宝
八
年
︵
一
六
八
〇
︶
四
月
二
七
日
、
家
綱
の
御
成
に
当
た
り
、
大

久
保
忠
朝
︵
一
六
三
二
︱
一
七
一
二
︶
ら
三
人
の
老
中
が
饗
応
を
行
っ
た
際
、
狩
野

元
信
筆
﹁
耕
作
﹂、
探
幽
筆
﹁
曲
水
﹂、
尚
信
筆
﹁
七
賢
﹂
と
と
も
に
、
竹
翁
筆
の

﹁
乗
馬
等
を
ゑ
が
け
る
﹂
屏
風
等
を
家
綱
よ
り
下
賜
さ
れ
た₂₁

。
こ
の
際
の
記
述
は
、

﹃
鈴
木
修
理
日
記
﹄
同
年
同
日
の
条
に
も
﹁︵
略
︶
御
上
段
御
棚
の
前
︵
略
︶　

一
、

将
軍
家
馬
上
□
︵
覧
カ
︶
図　

壱
双　

湯マ
マ

渓
筆
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、﹁
湯マ

マ

渓
﹂
は

竹
翁
の
号
で
あ
る
﹁
陽
渓
﹂
を
指
す
の
で
あ
ろ
う₂₂

。﹃
鈴
木
修
理
日
記
﹄
同
年
六
月

三
日
の
条
に
は
﹁︵
略
︶
晩
は
養
安
院
江
参
、
春
沢
御
出
、
子
昴
之
淵
明
絵
賛
出
、

□
翁
竜
も
出
、︵
略
︶﹂
と
あ
る₂₃

。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、﹁
□
﹂
が
﹁
竹
﹂

で
あ
り
、
延
宝
四
年
︵
一
六
七
六
︶
五
月
二
日
の
条
に
見
ら
れ
る
作
例
と
同
じ
も
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、﹁
竹
翁
竜
﹂
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
当
時
こ
の
図

は
、
幕
府
奥
医
師
養
安
院
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。　

し
か
し
、
延
宝
年
間
以
降
、
竹
翁
の
存
命
や
活
動
を
明
確
に
示
す
作
品
、
史
料
は

管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
恐
ら
く
は
こ
の
頃
に
は
絵
師
と
し
て
活
動
し
て
い
な

か
っ
た
か
、
没
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

二
、
作
品
に
見
ら
れ
る
款
印
に
関
す
る
考
察 

続
い
て
、
竹
翁
の
款
記
や
印
章
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
款
記
で
あ

る
が
、
竹
翁
は
、
末
尾
の
﹁
筆
﹂、﹁
圖
之
﹂
な
ど
を
除
い
て
は
、
号
で
あ
る
﹁
竹

翁
﹂
の
み
を
記
す
場
合
が
大
半
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
﹁
翠
菴
竹
翁
﹂、﹁
東
濱
翠
菴
竹

翁
﹂、﹁
勝
田
陽
溪
﹂、﹁
勝
田
陽
溪
竹
翁
﹂
な
ど
と
作
品
に
よ
り
表
記
を
変
え
て
い

る
。
ま
た
、
無
款
の
作
品
、
印
章
の
み
の
作
品
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、﹁
竹
翁
﹂
と
い
う
号
で
あ
る
が
、﹁
竹
﹂
は
文
字
ど
お
り
植
物
の
竹
を

意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。﹁
翁
﹂
の
字
は
年
老
い
た
男
性
、
老
人
の
尊
称
を
い
い
、

ま
た
父
や
、
鳥
の
首
筋
の
羽
、
青
白
い
色
と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が₂₄

、
一

般
的
に
考
え
れ
ば
年
若
い
絵
師
に
は
付
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
号
の
由

来
や
、
使
用
さ
れ
始
め
た
具
体
的
な
時
期
な
ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、﹁
竹
翁
﹂

は
絵
師
と
し
て
大
成
し
、
年
齢
を
重
ね
て
か
ら
通
称
的
な
号
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も

の
と
推
察
す
る₂₅

。﹁
翠
菴
﹂
の
由
来
も
不
明
で
あ
る
が
、﹁
翠
﹂
は
カ
ワ
セ
ミ
の
雌
、

ま
た
緑
色
を
意
味
し
、﹁
菴
﹂
は
主
に
庵
︵
い
お
り
︶
を
指
す
が
、
雅
号
に
添
え
る

語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る₂₆

。﹁
翠
菴
﹂
の
号
は
、﹁
竹
翁
﹂
と
比
べ
る
と
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
や
や
異
な
り
、
よ
り
趣
味
的
な
嗜
好
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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款
記
の
書
体
に
つ
い
て
は
、
楷
書
体
と
草
書
体
に
大
別
で
き
る
が
、
例
外
的
に

︽
唐
獅
子
・
牡
丹
図
︾
中
幅
︵
図
11
の
中
央
︶
の
よ
う
に
隷
書
体
や
篆
書
体
を
含
め

て
書
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
既
述
の
と
お
り
款
記
の
末
尾
の
﹁
筆
﹂、﹁
圖

之
﹂
な
ど
も
作
品
に
よ
り
変
化
さ
せ
て
い
る
。
三
幅
一
対
や
六
曲
一
双
、
一
・
二
巻

な
ど
複
数
で
構
成
さ
れ
る
作
品
に
お
い
て
は
、
書
体
お
よ
び
﹁
筆
﹂、﹁
圖
之
﹂
な
ど

を
あ
え
て
変
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
以
下
、
作
品
間
に
よ
り
若
干
の
異
同
は
あ
る

が
、
竹
翁
の
款
記
の
特
徴
を
見
て
い
こ
う
。

二
―
一
、「
竹
翁
」
の
書
体
に
つ
い
て

（
１
）
楷
書
体

﹁
竹
翁
﹂
の
﹁
竹
﹂
の
字
で
楷
書
体
を
用
い
る
例
は
、︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾

︵
図
４
︶、︽
禽
鳥
図
屏
風
︾︵
左
隻
︶︵
図
７
の
下
︶、︽
宇
治
川
先
陣
争
図
屏
風
︾︵
東

京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
︶
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
一
画
目
の
払
い
を

太
く
や
や
長
め
に
と
っ
て
い
る
。
最
終
画
は
跳
ね
が
顕
著
で
は
な
く
、
中
に
は
止
め

て
い
る
も
の
、
そ
の
ま
ま
下
方
向
に
す
っ
と
払
う
も
の
も
あ
る
。
全
体
的
に
、
線
の

肥
痩
は
あ
ま
り
無
く
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
き
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、﹁
竹
﹂
が
速
筆
気
味
で
勢
い
が
あ
り
、

若
干
右
上
が
り
で
書
か
れ
る
作
品
に
、︽
神
農
図
︾︵
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館

蔵
︶︵
図
９
︶、︽
虎
図
︾︵
個
人
蔵
︶₂₇

、︽
霊
照
女
図
︾︵
個
人
蔵
︶、
竹
翁
の
師
で
あ
る

狩
野
長
信
の
子
・
昌
信
、
清
信
と
の
合
作
で
あ
る
︽
維
摩
・
龍
虎
図
︾
三
幅
一
対
の

う
ち
の
﹁
虎
図
﹂︵
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶
な
ど
が
あ
る
。

次
に
、﹁
翁
﹂
の
字
で
あ
る
が
、
一
画
目
を
や
や
長
く
と
り
、
上
部
の
﹁
公
﹂
の

最
終
画
で
あ
る
四
画
目
は
、
三
画
目
の
横
棒
か
ら
あ
ま
り
下
へ
出
て
い
な
い
。
ま

た
、
五
画
目
の
跳
ね
が
鋭
角
的
で
は
な
く
、
丸
み
を
帯
び
た
形
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

﹁
羽
﹂
の
中
の
点
々
︵
特
に
左
側
の
六
、
七
画
目
︶
が
長
め
で
あ
り
、
中
に
は
﹁
ン
﹂

の
よ
う
な
形
を
と
り
、
作
例
に
よ
っ
て
は
六
、
七
画
目
の
点
々
を
つ
な
げ
る
も
の
な

ど
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾︵
図
４
の
右
︶、

︽
禽
鳥
図
屏
風
︾︵
左
隻
︶︵
図
７
の
下
︶、︽
宇
治
川
先
陣
争
図
屏
風
︾
や
、
前
記
の

﹁
竹
﹂
が
速
筆
気
味
で
若
干
右
上
が
り
の
︽
神
農
図
︾︵
図
９
︶、︽
虎
図
︾₂₈

、︽
霊
照
女

図
︾、︽
維
摩
・
龍
虎
図
︾
三
幅
一
対
の
う
ち
の
﹁
虎
図
﹂
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る
。

続
い
て
、
款
記
中
に
楷
書
で
﹁
勝
田
陽
溪
﹂
と
記
さ
れ
た
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子

像
︾
の
中
幅
︵
図
４
の
中
央
︶、︽
曽
我
物
語
絵
巻
︾
一
・
二
巻
︵
図
２
︶
を
見
て
み

た
い
。﹁
勝
﹂
は
、
一
画
目
の
払
い
の
角
度
、
二
画
目
の
折
れ
や
跳
ね
、﹁
月
﹂
の
中

の
横
画
二
本
を
﹁
ン
﹂
の
よ
う
な
形
に
す
る
点
が
共
通
す
る
。︽
曽
我
物
語
絵
巻
︾

は
一
・
二
巻
と
も
に
旁
を
崩
し
て
い
る
が
、
五
、
六
画
目
の
長
さ
や
筆
の
入
れ
方
な

ど
も
よ
く
似
て
い
る
。﹁
田
﹂
は
、
い
ず
れ
も
一
画
目
と
二
画
目
の
間
に
わ
ず
か
な

隙
間
が
あ
り
、
三
画
目
の
縦
画
が
若
干
左
側
に
カ
ー
ブ
し
て
い
る
。

﹁
陽
﹂
は
、
い
ず
れ
も
こ
ざ
と
偏
の
一
、
二
画
目
の
部
分
の
形
が
小
さ
く
、
一
画

目
と
三
画
目
の
間
に
ご
く
小
さ
な
隙
間
を
作
る
。
ま
た
、
旁
の
﹁
日
﹂
が
﹁
目
﹂
の

よ
う
な
形
で
あ
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
八
画
目
が
太
く
短
め
で
あ
り
、
九
画
目
以

下
の
形
も
似
て
お
り
、
一
一
、
一
二
画
目
が
伸
び
や
か
で
あ
る
。﹁
溪
﹂
は
、
い
ず

れ
も
さ
ん
ず
い
の
角
度
や
形
、
一
、
二
画
目
の
止
め
と
三
画
目
の
跳
ね
が
共
通
す

る
。
四
画
目
以
降
の
形
も
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

（
２
）
草
書
体

﹁
竹
﹂
の
字
を
草
書
体
で
書
く
例
で
は
、
す
べ
て
一
画
目
が
強
く
太
め
に
入
っ
て

い
る
が
、
①
四
画
目
に
相
当
す
る
部
分
を
最
も
高
い
位
置
か
ら
書
く
も
の
、
②
一
画

目
を
最
も
高
い
位
置
か
ら
書
く
も
の
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
①
に
は
、︽
禽
鳥
図
屏

風
︾
右
隻
︵
図
７
の
上
︶、︽
唐
獅
子
・
牡
丹
図
︾
左
幅
︵
個
人
蔵
︶︵
図
11
の
左
︶、

︽
梅
竹
図
︾
双
幅
︵
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
︶︵
図
13
︶、︽
陶
淵
明
図
︾︵
天
桂
院
蔵
︶₂₉

、
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︽
龍
図
︾︵
個
人
蔵
︶、︽
破
墨
山
水
図
︾︵
個
人
蔵
︶
な
ど
草
書
体
の
款
記
の
大
半
が

挙
げ
ら
れ
、
②
に
は
、︽
唐
獅
子
・
牡
丹
図
︾
右
幅
︵
個
人
蔵
︶︵
図
11
の
右
︶、︽
琴

棋
書
画
図
︾
双
幅
︵
個
人
蔵
︶、﹃
國
華
﹄
掲
載
の
︽
山
水
図
︾︵
個
人
蔵
︶₃₀

な
ど
が

該
当
す
る
。

①
の
作
例
は
、
横
画
が
右
上
が
り
で
あ
り
、
三
画
目
は
太
め
に
点
を
打
つ
。
ま

た
、︽
唐
獅
子
・
牡
丹
図
︾
左
幅
︵
図
11
の
左
︶、︽
陶
淵
明
図
︾₃₁

、︽
龍
図
︾
で
は
、

一
︱
三
画
目
を
つ
な
げ
る
た
め
、
そ
の
勢
い
に
よ
り
半
円
の
よ
う
な
形
が
で
き
る
。

四
画
目
は
最
も
高
い
位
置
か
ら
長
く
垂
下
す
る
。
五
画
目
は
い
ず
れ
も
点
を
打
つ
の

み
で
あ
る
。
②
の
作
例
は
、
一
画
目
を
長
く
左
に
払
い
、
横
画
を
や
や
右
上
が
り
に

し
、
四
画
目
を
長
く
と
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
特
徴
的
な
形
を
と
る
も
の
と
し
て
、
五
画
目
の
形
が
﹁
く
﹂
の

字
の
よ
う
な
﹃
國
華
﹄
掲
載
の
︽
霊
照
女
図
︾₃₂

、
そ
の
他
︽
鳩
図
︾
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
例
外
的
な
も
の
と
し
て
、
き
わ
め
て
速
筆
で
書
か
れ
る
︽
梅
月
図
︾

︵
個
人
蔵
︶、︽
牡
丹
図
︾︵
個
人
蔵
︶
が
挙
げ
ら
れ
る
。

﹁
翁
﹂
の
字
は
、
大
半
の
例
に
お
い
て
、
三
︱
四
画
目
を
﹁
ム
﹂
の
よ
う
な
形
に

せ
ず
、﹁
ゝ
﹂
の
形
の
よ
う
に
省
略
し
、︽
龍
図
︾
以
外
は
す
べ
て
五
画
目
に
つ
な
げ

て
い
る
。︽
禽
鳥
図
屏
風
︾︵
図
７
の
上
︶、︽
琴
棋
書
画
図
︾、﹃
國
華
﹄
掲
載
の
︽
山

水
図
︾₃₃

、︽
陶
淵
明
図
︾₃₄

は
、
二
︱
三
画
目
を
続
け
て
い
る
。﹁
羽
﹂
の
中
の
右
側
の

点
々
で
あ
る
九
、
一
〇
画
目
は
短
く
書
く
も
の
が
大
半
で
あ
る
が
、
ま
れ
に
九
︱
一

〇
画
と
つ
な
げ
る
も
の
、
長
く
止
め
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、︽
唐
獅
子
・
牡
丹

図
︾
右
幅
︵
図
11
の
右
︶、︽
梅
竹
図
︾
左
幅
︵
図
13
の
左
︶、︽
破
墨
山
水
図
︾、﹃
國

華
﹄
掲
載
の
︽
霊
照
女
図
︾₃₅

、︽
鳩
図
︾
な
ど
、
三
画
目
を
一
番
高
い
位
置
で
書
く
例

も
あ
る
。

後
述
す
る
が
、︽
梅
竹
図
︾
は
款
記
か
ら
高
齢
時
に
描
か
れ
た
作
品
と
考
え
ら

れ
、
左
幅
の
書
体
は
、
大
胆
に
書
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
震
え
る
よ
う
な
箇
所
も

見
受
け
ら
れ
、
他
と
は
様
子
が
異
な
る
︵
図
13
の
左
︶。
ま
た
、﹁
翁
﹂
の
﹁
公
﹂
が

﹁
小
﹂
の
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
縦
線
が
か
な
り
上
へ
出
て
い
る
点
も
特
徴
的
で

あ
る
。

二
―
二
、
款
記
の
末
尾
に
見
ら
れ
る
文
字
の
使
い
分
け 

以
上
、
主
に
﹁
竹
﹂、﹁
翁
﹂
そ
れ
ぞ
れ
の
書
体
の
特
徴
を
見
て
き
た
が
、
前
記
の

河
野
氏
も
言
及
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
竹
翁
は
自
身
の
号
の
末
尾
に
お
い
て
、
作
品

に
よ
り
﹁
筆
﹂、﹁
圖
之
﹂、﹁
圖
﹂、﹁
畫
之
﹂、﹁
書
﹂
な
ど
の
語
を
使
い
分
け
て
い
る

様
子
が
見
て
取
れ
る
。
こ
こ
で
は
書
体
の
別
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
ず
、
そ
の
使
い

分
け
に
着
目
し
た
い
。

ま
ず
、
①
末
尾
に
﹁
筆
﹂
と
あ
る
作
例
は
、︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
右
幅

︵
図
４
の
右
︶、︽
禽
鳥
図
屏
風
︾
左
隻
︵
図
７
の
下
︶、︽
唐
獅
子
・
牡
丹
図
︾
左
幅

︵
図
11
の
左
︶、︽
宇
治
川
先
陣
争
図
屏
風
︾、︽
破
墨
山
水
図
︾、︽
龍
図
︾、︽
蓮
鷺

図
︾、︽
梅
月
図
︾、︽
琴
棋
書
画
図
︾
双
幅
、︽
牡
丹
図
︾
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
例

外
的
に
﹁
耄
筆
﹂
と
書
か
れ
た
︽
梅
竹
図
︾
左
幅
︵
図
13
の
左
︶
が
あ
る
。

次
に
、
②
﹁
筆
﹂
の
異
体
字
で
あ
る
﹁
笔
﹂
と
あ
る
作
例
は
、︽
孔
子
・
顔
子
・

曽
子
像
︾
左
幅
︵
図
４
の
左
︶、︽
唐
獅
子
・
牡
丹
図
︾
右
幅
︵
図
11
の
右
︶、﹃
國

華
﹄
掲
載
の
︽
山
水
図
︾₃₆

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

続
い
て
、
③
﹁
圖
之
﹂
が
用
い
ら
れ
た
作
例
は
、︽
曽
我
物
語
絵
巻
︾
一
巻
︵
図

２
の
右
︶、︽
神
農
図
︾︵
図
９
︶、﹃
國
華
﹄
掲
載
の
︽
霊
照
女
図
︾₃₇

、
個
人
蔵
の
︽
霊

照
女
図
︾、︽
虎
図
︾₃₈

、︽
維
摩
・
龍
虎
図
︾
三
幅
一
対
の
う
ち
の
﹁
虎
図
﹂、︽
観
音

図
︾︵
個
人
蔵
︶
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
④
﹁
圖
﹂
と
記
す
作
例
は
、︽
禽
鳥
図
屏
風
︾
右
隻
︵
図
７
の
上
︶、

︽
唐
獅
子
・
牡
丹
図
︾
中
幅
︵
図
11
の
中
央
︶
な
ど
が
あ
る
。

例
外
と
し
て
、﹁
謹
圖
﹂
と
あ
る
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
中
幅
︵
図
４
の
中
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央
︶
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
⑤
﹁
畫
之
﹂
と
書
か
れ
た
作
例
に
は
、︽
曽
我
物
語

絵
巻
︾
二
巻
︵
図
２
の
左
︶、︽
梅
竹
図
︾
右
幅
︵
図
13
の
右
︶
な
ど
が
あ
る
。
最
後

に
、
⑥
﹁
書
﹂
と
あ
る
作
例
に
、︽
鳩
図
︾︵
個
人
蔵
︶
が
一
点
の
み
あ
る
。　

注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
竹
翁
は
三
幅
一
対
の
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾︵
図

３
・
４
︶、︽
唐
獅
子
・
牡
丹
図
︾︵
図
10
・
11
︶、
双
幅
の
︽
梅
竹
図
︾︵
図
12
・

13
︶、
六
曲
一
双
の
︽
禽
鳥
図
屏
風
︾︵
図
６
・
７
︶、
一
・
二
巻
の
︽
曽
我
物
語
絵

巻
︾︵
図
１
・
２
︶
な
ど
、
複
数
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
作
品
の
場
合
で
は
、
各
々
に

﹁
筆
﹂、﹁
圖
﹂、﹁
笔
﹂、﹁
圖
之
﹂、﹁
畫
之
﹂
と
末
尾
を
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る₃₉

。
款
記
と
い
う
の
は
、
絵
師
が
自
己
表
現
で
き
る
手
段
の
一
つ
で
も
あ

り
、
竹
翁
が
意
識
し
て
使
い
分
け
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
同
じ
絵
は
一
つ
と

し
て
存
在
し
な
い
こ
と
や
、
三
幅
一
対
、
一
双
、
一
・
二
巻
で
も
、
一
幅
ず
つ
、
一

隻
ず
つ
、
一
巻
ず
つ
異
な
る
思
い
で
描
い
た
と
い
う
意
味
を
款
記
に
込
め
た
と
も
推

察
さ
れ
る
。
同
一
の
作
者
が
作
品
別
に
﹁
筆
﹂、﹁
圖
之
﹂
な
ど
と
末
尾
を
変
え
る
例

は
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
複
数
で
構
成
さ
れ
る
作
品
で
は
、
変
え
な
い
例
の
方
が
多
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
末
尾
を
使
い
分
け
る
に
し
て
も
、
書
体
を
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
変
え
る
例
は
、
管
見
に
お
い
て
珍
し
い₄₀

。

通
常
、
作
者
が
年
齢
を
重
ね
る
に
従
い
、
款
記
は
楷
書
体
か
ら
草
書
体
へ
と
経
年

変
化
し
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り₄₁

、
他
の
絵
師
の
款
記
か
ら
も
そ
の
傾
向
が

あ
る
こ
と
は
首
肯
で
き
る
が
、
竹
翁
の
場
合
は
一
概
に
そ
う
と
は
言
え
ず
、
注
文
主

の
別
や
奉
納
先
と
い
っ
た
制
作
背
景
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

二
―
三
、
用
印
に
つ
い
て

次
に
、
竹
翁
作
品
の
用
印
を
見
て
い
き
た
い
。
竹
翁
は
、
款
記
と
と
も
に
一
顆
を

捺
す
例
が
最
も
多
い
が
、
二
顆
捺
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
一
定
の
期
間
に
同
印
を
用

い
た
の
か
、
あ
る
い
は
制
作
年
に
限
る
こ
と
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
印
章
を
用
い
た
の
か

は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
傾
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
作
品
中
、

最
も
多
く
捺
さ
れ
て
い
る
印
章
は
、
①
﹁
貞
則
﹂
朱
文
瓢
形
印
︵
約
二
・
〇
×
一
・

一
㎝
︶₄₂

︵
図
９
︶
で
あ
る
。
二
番
目
に
多
い
の
が
、
②
﹁
翠
菴
之
印
﹂
朱
文
方
印

︵
約
二
・
五
×
二
・
三
㎝
︶︵
図
２
︶、
三
番
目
は
、
③
﹁
竹
翁
﹂
朱
文
方
印
︵
約

一
・
一
×
〇
・
九
㎝
︶︵
図
５
の
下
︶、
四
番
目
は
、
④
﹁
陽
谿
圖
畫
印
﹂
朱
文
円
内

方
印
︵
直
径
約
三
・
五
㎝
︶︵
図
５
の
上
︶、
五
番
目
は
、
⑤
﹁
竹
翁
圖
畫
﹂
朱
文
方

印
︵
約
四
・
七
×
四
・
五
㎝
︶︵
図
11
︶
で
あ
る
。

①
﹁
貞
則
﹂
朱
文
瓢
形
印
が
捺
さ
れ
る
作
例
で
は
、
款
記
と
と
も
に
単
独
で
捺
さ

れ
る
例
が
最
も
多
く
︵
図
９
︶、
次
い
で
他
印
の
下
に
捺
さ
れ
る
例
が
多
い
。
無
款

で
、
こ
の
印
の
み
捺
さ
れ
る
作
例
︵︽
観
馬
図
屏
風
︾
細
見
美
術
館
蔵
︶
も
確
認
で

き
る
。
現
時
点
で
、
他
印
の
上
に
捺
さ
れ
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
人
物
画
︵
道
釈
人

物
画
︶
や
神
仏
を
描
い
た
作
例
に
こ
の
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
傾
向
に
あ
る

が
、
山
水
画
、
花
鳥
画
と
さ
ま
ざ
ま
な
画
題
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、

い
ず
れ
も
年
紀
の
無
い
作
例
に
捺
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
印
章
に
よ
る
制
作
年
代

の
推
定
に
は
至
ら
な
い
。

②
﹁
翠
菴
之
印
﹂
朱
文
方
印
は
、
万
治
三
年
七
月
に
描
か
れ
た
︽
曽
我
物
語
絵

巻
︾
一
・
二
巻
︵
図
２
︶
な
ど
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
万
治
三
年
七
月

以
前
に
こ
の
印
章
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
印
が
捺
さ
れ
る
そ
の

他
の
作
品
が
万
治
三
年
前
後
に
描
か
れ
た
か
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
款
記
と

と
も
に
単
独
で
捺
さ
れ
る
例
が
最
も
多
く
、
他
印
の
上
に
捺
さ
れ
る
例
も
見
ら
れ
る

が
、
他
印
の
下
に
捺
さ
れ
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。

③
﹁
竹
翁
﹂
朱
文
方
印
は
、
万
治
四
年
一
月
二
一
日
に
制
作
、
奉
納
さ
れ
た
︽
孔

子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
の
款
記
お
よ
び
﹁
陽
谿
圖
畫
印
﹂
朱
文
円
内
方
印
の
下
な
ど

に
捺
さ
れ
て
い
る
︵
図
５
︶。
款
記
と
と
も
に
単
独
で
捺
さ
れ
る
例
が
最
も
多
い

が
、
他
印
の
下
に
捺
さ
れ
る
例
も
あ
り
、
柔
軟
性
の
あ
る
用
い
ら
れ
方
だ
っ
た
と
推



－　－34

測
さ
れ
る
。

④
﹁
陽
谿
圖
畫
印
﹂
朱
文
円
内
方
印
は
、
先
述
の
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
の

款
記
の
下
に
捺
さ
れ
、
そ
の
下
に
、
③
﹁
竹
翁
﹂
朱
文
方
印
を
伴
う
︵
図
５
︶。
し

か
し
、
款
記
と
と
も
に
単
独
で
捺
さ
れ
る
例
の
ほ
う
が
多
い
。
年
紀
か
ら
、﹁
陽
谿

圖
畫
印
﹂
朱
文
円
内
方
印
と
、
③
﹁
竹
翁
﹂
朱
文
方
印
は
、
万
治
四
年
一
月
二
一
日

以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

④
﹁
陽
谿
圖
畫
印
﹂
朱
文
円
内
方
印
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
同
印
が
捺
さ
れ

た
︽
梅
竹
図
︾
左
幅
の
款
記
﹁
竹
翁
耄
筆
﹂
と
そ
の
書
か
れ
方
で
あ
る
︵
図
13
の

左
︶。﹁
耄
﹂
と
は
年
老
い
た
様
子
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
七
〇
歳
、
八
〇
歳
、
九

〇
歳
の
異
称
と
も
さ
れ
る₄₃

。
前
述
の
、
寛
文
五
年
︵
一
六
六
五
︶﹃
鵞
峰
林
学
士
詩

集
﹄
巻
第
六
九
で
も
竹
翁
は
﹁
漸
老
﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、︽
梅
竹
図
︾
の
制
作

は
、
そ
の
頃
な
い
し
は
そ
れ
以
降
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、﹃
画
師
姓
名
冠
字

類
抄
﹄︵
国
立
国
会
図
書
館
蔵
︶
の
竹
翁
の
項
に
は
、
画
題
不
明
の
作
品
に
、
款
記

﹁
六
十
八
冬　

竹
翁
圖
之
﹂
と
と
も
に
こ
の
印
が
捺
さ
れ
た
作
品
の
存
在
が
示
さ
れ

て
い
る
︵
図
14
︶。
こ
の
款
記
か
ら
、
や
は
り
こ
の
印
章
は
高
齢
期
に
捺
さ
れ
る
例

が
多
い
こ
と
、
ま
た
竹
翁
が
六
八
歳
ま
で
は
確
実
に
存
命
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か

る
。︽

孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
が
描
か
れ
た
万
治
四
年
一
月
二
一
日
時
点
で
竹
翁
が

何
歳
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、﹃
画
師
姓
名
冠
字
類
抄
﹄
の
款
記
に
見
ら

れ
る
年
齢
や
、
印
章
の
大
き
さ
、
作
り
か
ら
、
こ
の
印
は
御
用
絵
師
と
し
て
幕
府
や

そ
の
周
辺
か
ら
大
い
に
認
め
ら
れ
た
後
、
比
較
的
高
齢
期
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

⑤
﹁
竹
翁
圖
畫
﹂
朱
文
方
印
は
、
い
ず
れ
も
款
記
と
と
も
に
単
独
で
捺
さ
れ
て
い

る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
ち
ら
も
印
章
の
特
徴
か
ら
、
御
用
絵
師
と
し
て
大

成
し
た
後
に
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、﹃
古
画
備
考
﹄
の
竹
翁
の
項
に
所
載
の
、﹁
中
李
白
、
左
右
花
鳥
図
﹂
三
幅

一
対
︵
絹
本
淡
彩
︶
で
は
、
款
記
﹁
行
年
六
十
五
夏　

竹
翁
圖
焉
﹂、
印
章
﹁
陽
溪

圖
書
﹂
方
印
、
お
よ
び
﹁
鉄
山
﹂₄₄

が
着
賛
し
た
と
い
う
﹁
達
磨
図
﹂
に
お
い
て
も
、

同
じ
款
記
、
印
章
が
残
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る₄₅

。
款
記
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限

り
こ
の
二
例
は
珍
し
く
行
年
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。
未
見
で
あ
る
が
、
こ
の
﹁
陽

溪
圖
書
﹂
方
印
も
ま
た
、
六
五
歳
と
い
う
高
齢
期
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

一
方
、﹁
○
雲
カ
﹂
朱
文
円
内
方
印
、﹁
學
雅
﹂
朱
文
壺
型
印
が
捺
さ
れ
る
作
品
は

︽
蓮
鷺
図
︾︵
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶
一
点
の
み
で
あ
る
が
、
款
記
の
書
体
を
見
る
と

他
よ
り
も
固
い
た
め
、
初
期
の
作
例
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
売
立
目
録
に
掲
載
さ
れ
る
作
例
、
竹
翁
画
の
模
本
、
画
史
類
や

落
款
辞
典
等
に
お
け
る
竹
翁
の
印
譜
に
は
、﹁
勝
﹂
朱
文
方
印
、﹁
土
貞
﹂
朱
文
重
郭

方
印
、﹁
翠
菴
﹂
白
文
方
印
、﹁
土
貞
圖
書
﹂
朱
文
方
印
、﹁
竹
翁
﹂
朱
文
長
方
印
、

﹁
勝
田
隠
岐
﹂
白
朱
文
方
印
、﹁
土
貞
﹂
白
文
瓢
印
、﹁
竹
翁
﹂
白
文
方
印
、﹁
竹
翁
﹂

朱
文
長
円
印
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
が₄₆

、
執
筆
者
は
い
ず
れ
も
実
見
で
き
て
い
な
い

た
め
、
今
後
も
竹
翁
作
品
の
博
捜
や
画
風
を
含
め
た
検
討
を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
生
没
年
が
不
明
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ま
ず
現
時
点

で
判
明
す
る
勝
田
竹
翁
と
い
う
表
絵
師
︵
御
用
絵
師
︶
の
画
業
を
年
代
順
に
整
理
し

た
。
今
回
、
竹
翁
の
画
業
に
お
い
て
最
も
時
期
が
遡
る
正
保
二
年
︵
一
六
四
五
︶
の

出
羽
国
絵
図
の
制
作
に
つ
い
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
り

初
期
の
制
作
活
動
を
示
す
史
料
を
見
い
出
す
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
若
年
期
の
竹
翁

が
い
か
に
し
て
御
用
絵
師
と
し
て
大
成
し
て
い
っ
た
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
今

だ
に
で
き
て
い
な
い
。
今
後
も
制
作
時
の
年
齢
の
特
定
な
ど
を
通
し
て
、
画
業
の
変
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遷
を
掌
握
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
従
来
の
研
究
で
は
竹
翁
の
款
記
や
印
章
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
寡

少
で
あ
っ
た
が
、
雑
駁
な
が
ら
も
そ
れ
ら
の
特
徴
を
示
し
た
。
竹
翁
は
現
存
作
品
、

と
り
わ
け
年
紀
の
あ
る
作
品
が
同
時
期
に
活
躍
し
た
狩
野
派
の
御
用
絵
師
に
お
い
て

も
少
な
く
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
画
風
で
作
品
を
描
き
、
款
記
の
書
体
も
一
様
で
は
な

い
た
め
、
款
印
か
ら
画
業
を
辿
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、﹁
陽
谿

圖
畫
印
﹂
朱
文
円
内
方
印
が
高
齢
期
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
可
能
性
を
指

摘
す
る
な
ど
、
若
干
な
が
ら
も
画
業
の
一
側
面
を
提
示
し
得
た
。
今
後
は
一
点
で
も

多
く
の
竹
翁
作
品
を
見
い
出
し
、
款
印
の
特
徴
と
画
風
の
検
討
を
併
せ
て
行
い
、
勝

田
竹
翁
と
い
う
今
だ
詳
細
が
明
ら
か
で
な
い
絵
師
の
活
動
の
解
明
に
さ
ら
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
い
。

註１　

竹
翁
の
子
孫
・
勝
田
兼
三
郎
、
五
郎
左
衛
門
﹁
由
緒
書
﹂
に
よ
る
。
① 

菅
原
洞
斎

﹃
画
師
姓
名
冠
字
類
抄
﹄︵
国
立
国
会
図
書
館
蔵
︶。
② 

朝
岡
興
禎
﹃
古
画
備
考
﹄
下

巻　

思
文
閣　

一
九
七
〇
年　

一
七
九
一
︱
一
七
九
二
頁
。
③ 

無
名
氏
﹁
勝
田
竹
翁

筆　

調
馬
図
﹂﹃
國
華
﹄
第
一
四
四
号　

國
華
社　

一
九
〇
二
年
五
月　

一
九
三
頁
。

ま
た
、
竹
翁
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
河
野
元
昭
氏
が
慶
長
一
八
年
︵
一
六
一
三
︶

時
点
で
八
歳
と
し
て
、
生
年
は
慶
長
一
一
年
︵
一
六
〇
六
︶
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。
没
年
は
、
貞
享
四
年
︵
一
六
八
七
︶
の
﹃
武
鑑
﹄
に
竹
翁
の
名
が
掲
載
さ
れ

る
の
を
最
後
と
見
な
し
、
没
年
は
そ
の
年
以
前
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
︵
④ 

河
野
元

昭
﹁
勝
田
竹
翁
筆　

唐
獅
子
・
牡
丹
図
﹂﹃
國
華
﹄
第
九
二
四
号　

一
九
七
〇
年
七

月　

三
一
︱
三
五
頁
。
⑤
河
野
元
昭
﹁︽
禽
鳥
図
屏
風
︾
解
説
﹂
平
山
郁
夫
、
小
林

忠
編
著
﹃
秘
蔵
日
本
美
術
大
観　

八　

ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
﹄
講
談
社　

一
九
九
二

年　

二
二
六
頁
︶。
し
か
し
、
生
年
、
没
年
を
明
確
に
示
す
確
か
な
史
料
や
墓
所
等

も
確
認
で
き
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
生
没
年
不
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

２　

執
筆
者
は
か
つ
て
、
竹
翁
が
万
治
四
年
︵
一
六
六
一
︶
一
月
二
一
日
に
制
作
、
奉
納

し
た
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
の
作
品
紹
介
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
本
図
の
共
箱

に
見
ら
れ
る
書
付
や
、
竹
翁
が
四
代
将
軍
家
綱
︵
一
六
四
一
︱
八
〇
︶
な
ら
び
に
幕

府
の
儒
官
で
あ
る
林
家
よ
り
多
く
の
御
用
を
請
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
図
は
家
綱

も
大
い
に
関
与
し
た
林
家
の
学
問
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て
奉
納
さ
れ
た
礼

拝
像
だ
と
い
う
推
論
を
提
示
し
て
い
る
︵
① 

中
村
玲
﹁
勝
田
竹
翁
筆
︽
孔
子
・
顔

子
・
曽
子
像
︾
に
つ
い
て
﹂
守
屋
正
彦
﹃﹁
礼
拝
空
間
に
お
け
る
儒
教
美
術
の
総
合

的
研
究
﹂
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
︵
Ｂ
︶
研
究
成
果
報
告
書
﹄
筑
波
大
学

日
本
美
術
史
研
究
室　

二
〇
一
四
年
三
月　

一
四
三
︱
一
五
八
頁
。
② 

中
村
玲
﹁
表

絵
師
・
勝
田
竹
翁
の
御
用
に
つ
い
て　

︱
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
と
共
箱
か
ら

み
る
制
作
活
動
﹂﹃
実
践
女
子
大
学
美
學
美
術
史
學
﹄
第
三
一
号
、
四
七
︱
六
四
頁
、

二
〇
一
七
年
三
月
︶。

３　

① 

前
掲
註
１
③　

一
九
三
︱
一
九
四
頁
。
② 

藤
懸
静
也
﹁
勝
田
竹
翁
筆
山
水
図
﹂

﹃
國
華
﹄
第
六
三
〇
号　

一
九
四
三
年
五
月　

一
五
三
︱
一
五
四
頁
。
③ 

藤
懸
静
也

﹁
勝
田
竹
翁
筆
霊
照
女
図
﹂﹃
國
華
﹄
第
六
三
四
号　

一
九
四
三
年
九
月　

二
六
六

頁
。
④ 

近
藤
喜
博
﹁
河
越
三
芳
野
天
神
縁
起
﹂﹃
國
華
﹄
第
六
八
五
号　

一
九
四
九

年
四
月　

一
〇
〇
、
一
〇
九
頁
。
⑤ 

前
掲
註
１
④　

三
一
︱
三
五
頁
。
⑥ 

前
掲
註

１
⑤　

二
二
六
︱
二
二
七
頁
。
⑦ 

榊
原
悟
﹃
美
の
架
け
橋
﹄
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
〇

二
年
。
⑧ 

門
脇
む
つ
み
﹁
勝
田
竹
翁
筆
﹁
観
馬
図
屏
風
﹂
に
つ
い
て
︱
徳
川
家
綱
と

の
関
わ
り
か
ら
﹂
佐
藤
康
宏
編
﹃
美
術
史
家
、
大
い
に
笑
う
︱
河
野
元
昭
先
生
の
た

め
の
日
本
美
術
史
論
集
﹄
ブ
リ
ュ
ッ
ケ　

二
〇
〇
六
年　

三
〇
九
︱
三
二
六
頁
。
⑨ 

門
脇
む
つ
み
﹁
竹
谷
松
平
家
に
関
わ
る
江
戸
時
代
初
期
の
狩
野
派
作
品
﹂﹃
國
華
﹄

第
一
三
六
四
号　

二
〇
〇
九
年
六
月　

四
〇
頁
。

４　

前
掲
註
１
④　

三
五
頁
。
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５　

前
掲
註
１
⑤　

二
二
七
頁
。

６　

米
沢
温
故
会
編
、
発
行
﹃
上
杉
家
御
年
譜
﹄
第
五
巻　

一
九
八
八
年　

四
八
頁
。
隠

岐
丞
︵
竹
翁
︶
が
出
羽
国
絵
図
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
小
野
寺
淳
﹁
絵

図
に
描
か
れ
た
自
然
環
境
︱
出
羽
国
絵
図
の
植
生
表
現
を
例
に
︱
﹂﹃
歴
史
地
理
学
﹄

一
七
二
号　

一
九
九
五
年
一
月　

二
二
頁
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。﹃
上
杉
家

御
年
譜
﹄
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
教
授
・
小
野
寺
淳
先
生
、
米

沢
市
立
図
書
館
郷
土
担
当
・
青
木
昭
博
先
生
に
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

７　

川
村
博
忠
﹃
国
絵
図
﹄
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
〇
年　

一
四
〇
頁
。
な
お
、
良
信
筆

の
元
禄
国
絵
図
の
一
部
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
等
に
現
存
し
て
い
る
。
東
京

都
江
戸
東
京
博
物
館
編
﹃
狩
野
派
の
三
〇
〇
年
﹄
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
財

団
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館　

一
九
九
八
年　

一
五
二
頁
。

８　

武
田
恒
夫
﹃
狩
野
派
絵
画
史
﹄
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
五
年　

三
三
六
頁
。
前
掲
註

３
⑦　

一
五
三
︱
一
五
四
、
一
八
一
頁
。

９　

な
お
、
寛
文
九
年
一
〇
月
に
は
一
二
人
の
僧
や
女
性
を
加
え
、
竹
翁
は
そ
の
肖
像
も

描
い
て
い
る
。
山
本
武
夫
校
訂
﹃
国
史
館
日
録
﹄
第
四　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一

九
九
九
年　

七
一
、
七
二
頁
。

10　

黒
板
勝
美
編
﹃
徳
川
実
紀
﹄
第
四
篇　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
二
年　

二
九
〇
頁
。

11　

榊
原
悟
﹃
狩
野
探
幽　

御
用
絵
師
の
肖
像
﹄
臨
川
書
店　

二
〇
一
四
年　

二
三
五
、

二
三
六
頁
。

12　

前
掲
註
10　

三
四
一
頁
。

13　

寛
文
五
年
︵
一
六
六
五
︶
一
一
月
朔
日
の
条
。
山
本
武
夫
校
訂
﹃
国
史
館
日
録
﹄
第

一　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
九
七
年　

一
四
八
頁
。 

前
掲
註
１
③　

一
九
三
頁
。

14　

前
掲
註
10　

五
五
九
頁
。

15　

寛
文
七
年
︵
一
六
六
七
︶
正
月
二
三
日
の
条
。
山
本
武
夫
校
訂
﹃
国
史
館
日
録
﹄
第

二　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
九
八
年　

六
二
頁
。

16　

寛
文
九
年
︵
一
六
六
九
︶
九
月
二
九
日
の
条
。
山
本
武
夫
校
訂
﹃
国
史
館
日
録
﹄
第

四　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
九
九
年　

六
九
頁
。

17　

鈴
木
棠
三
、
保
田
晴
男
編
﹃
近
世
庶
民
生
活
史
料 

未
刊
日
記
集
成
︿
第
三
巻
﹀
鈴
木

修
理
日
記
︵
一
︶﹄
三
一
書
房　

一
九
九
八
年　

七
、
一
四
、
二
三
頁
等
。

18　

山
下
善
也
﹁
狩
野
探
幽
は
じ
め
江
戸
狩
野
三
十
六
名
合
作
の
︽
牛
馬
図
︾
双
幅
﹂﹃
静

岡
県
立
美
術
館
紀
要
﹄
一
七
、
静
岡
県
立
美
術
館　

二
〇
〇
一
年
度　

九
四
︱
四

〇
、
六
︱
七
頁
。

19　

賛
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。﹁
神
皇
救
世
聖
心
慈　

正
気

綸
満
地
維　

信
手
拈
来

皆
薬
草　

霊
然
廣
信
言
ゝ
無　

稔
癸
丑
秋　

黄
檗
木
庵
□
記　

題
﹂﹁
方
外
學
士
﹂

関
防
印
・
白
文
長
方
印
、﹁
釋
戒
瑫
印
﹂
白
文
方
印
、﹁
木
盦
氏
﹂
朱
文
方
印
。

20　
﹁︵
略
︶
狩
野
休
円
・
正
言
被
参
、
竹
翁
竜
之
絵
之
右
□疣
カ

、
休
円
画
之
、
其
外
鍾
馗
・

布
袋
・
神
農
・
西
行
等
之
絵
書
、︵
略
︶﹂
と
あ
る
。
前
掲
註
17　

一
七
九
頁
。

21　

高
柳
光
寿
、
岡
山
泰
四
、
斎
木
一
馬
編
﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
第
一
一　

続
群
書
類

従
完
成
会　

一
九
六
六
年　

三
八
三
頁
。

22　

前
掲
註
17　

四
二
六
頁
。

23　

前
掲
註
17　

四
三
二
頁
。

24　

諸
橋
轍
次
﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
巻
八　

大
修
館
書
店　

二
〇
〇
〇
年　

七
三
〇
頁
、

﹃
同
﹄
巻
九　

一
〇
一
頁
。

25　

実
子
・
良
信
の
養
父
と
な
っ
た
一
渓
︵
名
は
重
良
︶
は
、
号
を
一
渓
、
谿
斎
、
一
翁

と
い
い
、
陽
溪
︵
谿
︶、
竹
翁
と
号
や
字
の
一
部
が
共
通
す
る
た
め
、
何
ら
か
の
関

連
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

26　

前
掲
註
24
﹃
同
﹄
巻
九　

一
一
七
、
七
二
五
頁
。

27　

前
掲
註
２
②　

六
〇
頁
。

28　

前
掲
註
27
。

29　

前
掲
註
３
⑨　

四
〇
頁
。

30　

前
掲
註
３
②　

一
五
五
頁
。
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31　

前
掲
註
29
。

32　

前
掲
註
３
③　

二
五
九
頁
。

33　

前
掲
註
30
。

34　

前
掲
註
29
。

35　

前
掲
註
32
。

36　

前
掲
註
30
。

37　

前
掲
註
32
。

38　

前
掲
註
27
。

39　

そ
の
他
、
斎
藤
謙
、
吉
浦
祐
二
編
﹃
狩
野
派
大
観
﹄
一
︵
狩
野
派
大
観
発
行
所　

一

九
一
二
年
︶
所
載
の
︽
柏
ニ
鳩
・
松
ニ
尾
長
鳥
図
屏
風
︾
に
は
、
い
ず
れ
も
草
書
体

で
あ
る
が
、
左
幅
は
﹁
竹
翁
笔
﹂、
右
幅
は
﹁
竹
翁
筆
﹂
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
古

作
勝
之
助
編
﹃
日
本
美
術
画
報
抜
萃
﹄︵
画
報
社　

一
九
〇
四
年
六
月
︶
所
載
の
﹁
中

六
祖
・
左
右
鵣
叭
哥
鳥
図
﹂
は
、
中
幅
が
楷
書
風
の
﹁
竹
翁
圖
之
﹂、
左
幅
は
草
書

体
で
﹁
竹
翁
筆
﹂、
右
幅
は
草
書
体
で
﹁
竹
翁
笔
﹂
で
あ
る
。
さ
ら
に
﹁
池
田
家
御

所
蔵
品
入
札
目
録
﹂︵
東
京
美
術
倶
楽
部　

一
九
二
五
年
六
月
二
二
日
︶
所
載
の
︽
文

殊
・
普
賢
図
︾
で
は
左
幅
に
草
書
体
で
﹁
翠
菴
竹
翁
﹂、
右
幅
に
楷
書
風
で
﹁
竹
翁

圖
﹂
と
あ
る
。
他
に
、﹁
故
清
野
長
太
郎
氏
遺
愛
品
林
忠
雄
氏
所
蔵
品
入
札
目
録
﹂

︵
東
京
美
術
倶
楽
部　

一
九
二
七
年
三
月
七
日
︶
所
載
の
﹁
中
人
麿
・
左
俊
成
卿
・

右
定
家
卿
図
﹂
で
は
、
中
幅
が
楷
書
風
の
﹁
竹
翁
圖
之
﹂、
左
・
右
幅
は
草
書
体
で

﹁
竹
翁
筆
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
。

40　

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
、
狩
野
探
幽
︽
竹
林
七
賢
図
屏
風
︾︵
個
人
蔵
︶
で
は
、

右
隻
を
﹁
狩
野
法
眼
探
幽
斎
藤
原
守
信
筆
﹂、
左
隻
を
﹁
法
眼
探
幽
斎
筆
﹂
と
す
る

︵
日
本
経
済
新
聞
社
編
、
発
行
﹃
狩
野
探
幽
展
﹄
二
〇
〇
二
年　

一
一
二
、
一
一
三

頁
︶。
ま
た
尚
信
︽
商
山
四
皓
・
竹
林
七
賢
図
襖
︾︵
聖
衆
来
迎
寺
蔵
︶
で
は
﹁
尚
信

筆
﹂
の
﹁
筆
﹂
を
楷
書
体
と
草
書
体
に
分
け
る
︵
榊
原
悟
﹁
款
印
二
題
﹂﹃
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
論
集
﹄
四
号　

一
九
九
三
年
六
月　

一
五
頁
︶。
さ
ら
に
探
幽
・
安
信
・

常
信
・
益
信
︽
做
古
名
画
図
巻
︾︵
個
人
蔵
︶
で
安
信
は
﹁
法
眼
永
真
畫
之
﹂、﹁
法

眼
永
真
圖
之
﹂
と
分
け
る
︵
野
田
麻
美
編
﹃
徳
川
の
平
和
︱
二
五
〇
年
の
美
と
叡
智

︱
﹄
静
岡
県
立
美
術
館　

二
〇
一
六
年　

四
四
、
二
一
九
頁
︶。
こ
の
ほ
か
、
や
や

時
期
は
下
る
が
英
一
蝶
︽
田
園
風
俗
図
屏
風
︾︵
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
︶
で
は
右

隻
を
﹁
北
窓
翁
一
蝶
筆
﹂、
左
隻
を
﹁
北
窓
翁
一
蝶
書
﹂
と
し
、
書
体
も
変
化
さ
せ

て
い
る
︵﹃
徳
川
の
平
和
︱
二
五
〇
年
の
美
と
叡
智
︱
﹄
八
三
、
二
二
一
頁
︶。

41　

榊
原
悟
﹁
久
隅
守
景
の
落
款
印
章
を
め
ぐ
っ
て
︱
作
品
編
年
の
た
め
の
一
試
案
﹂﹃
群

馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
﹄
二
一
号　

二
〇
〇
〇
年
二
月　

三
九
︱
六
六
頁
。

42　

執
筆
者
は
前
掲
註
２
②　

六
三
頁
﹁
表　

勝
田
竹
翁
作
品
リ
ス
ト
︵
未
定
稿
︶﹂
に

お
い
て
、
こ
の
印
章
を
﹁
貞
寛
﹂
朱
文
袋
形
印
と
し
た
が
、
正
し
く
は
﹁
貞
則
﹂
朱

文
瓢
形
印
で
あ
っ
た
た
め
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

43　

前
掲
註
24
﹃
同
﹄
巻
九　

一
六
二
頁
。

44　
﹁
鉄
山
﹂
と
は
鉄
山
宗
鈍
︵
一
五
三
二
︱
一
六
一
七
︶
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
鉄

山
の
存
命
中
に
竹
翁
が
絵
師
と
し
て
活
動
す
る
ほ
ど
の
年
齢
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で

は
な
い
。

45　

前
掲
註
１
②　

一
七
九
三
頁
。

46　

前
掲
註
１
②　

一
七
九
四
、
二
〇
二
九
頁
。
吉
岡
班
嶺
編
著
﹃
真
偽
評
価
書
画
鑑
定

指
針
﹄
第
二
二
巻 

探
幽
及
諸
狩
野　

第
一
書
房　

一
九
八
三
年
復
刻　

九
〇
頁
。

図
版
典
拠

図
１
・
２
・
12
・
13　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
提
供
。

図
３
︱
５　

東
京
国
立
博
物
館
提
供
。

図
６
・
７　

 JA
PA

N
ISC

H
E W

A
N

D
SC

H
IR

M
E M

useen der Stadt K
öln 1979 pp.54-

56.

図
８
・
９　

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
提
供
。



－　－38

図
10
・
11　

 

河
野
元
昭
﹁
勝
田
竹
翁
筆　

唐
獅
子
・
牡
丹
図
﹂﹃
國
華
﹄
第
九
二
四
号　

一
九
七
〇
年
七
月　

三
二
・
三
三
頁
。

図
14　

国
立
国
会
図
書
館
提
供
。

付
記

　

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
度
特
定
研
究
奨
励
金
︵
実
践
女
子
大
学
︶
研
究
課
題
﹁
江
戸
前

期
の
表
絵
師
の
画
業
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
﹂
の
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
で
す
。
当
年
度

の
作
品
調
査
に
あ
た
り
、
ケ
ル
ン
市
立
東
洋
美
術
館
、
個
人
の
方
々
に
ご
高
配
を
賜
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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図
２　
《
曽
我
物
語
絵
巻
》
の
款
記
・
印
章
（
右
か
ら
一
巻
・
二
巻
）

photograph Ⓒ2019 Museum of Fine Arts, Boston

図
１　

勝
田
竹
翁
筆
《
曽
我
物
語
絵
巻
》
一
巻　

部
分

photograph Ⓒ2019 Museum of Fine Arts, Boston
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図
４　
《
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
》
の
款
記

（
右
か
ら
右
幅
・
中
幅
・
左
幅
）

Image：TNM Image Archives

Image：TNM Image Archives

図
５　
《
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
》
の
印
章

Image：TNM Image Archives

図
３　

勝
田
竹
翁
筆
《
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
》
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図
６　

勝
田
竹
翁
筆
《
禽
鳥
図
屏
風
》
上
：
右
隻　

下
：
左
隻

図
７　
《
禽
鳥
図
屏
風
》
の
款
記
・
印
章
（
上
：
右
隻　

下
：
左
隻
）

図
８　
《
神
農
図
》

図
９　
《
神
農
図
》
の
款
記
・
印
章

図
10　
《
唐
獅
子
・
牡
丹
図
》
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図
14　

菅
原
洞
斎
「
画
師
姓
名
冠
字
類
抄
」
三
、
四

　
　
　

勝
田
竹
翁
の
項
に
お
け
る
款
記
と
印
章

図
13　
《
梅
竹
図
》
の
款
記
・
印
章
（
右
か
ら
右
幅
・
左
幅
）

photograph Ⓒ2019 Museum of Fine Arts, Boston

図
12　
《
梅
竹
図
》

photograph Ⓒ2019 Museum of Fine Arts, Boston

図
11　
《
唐
獅
子
・
牡
丹
図
》
の
款
記
・
印
章


